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この講義で学ぶこと

•他人発の情報の読解
•自分の「考え」や「印象」をただ書き出すだけで
はレポートではなく感想文になってしまう。

•読み手を論理的に納得させるために、他人発の
情報を正確に読解し、自分の文章の中で適切に
示す方法を学ぼう。
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他人発の情報

•新聞や雑誌、書籍、学術論文、またはウェブ上でオ
フィシャルに発信されている記事やデータなどの信
頼性の高い情報を使う。

• レポートなどの論説文を書く際は、自分の曖昧な知
識や心象だけで論じてはいけない。
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新聞記事の例 専門雑誌の例 学術雑誌・論文の例



説得力のある文章

•文章に説得力を持たせるためには他人発の情報
を使って、事実や意見を分析して示す。

たとえば･･･

• 「運転免許は75歳になった時点で法的に返納を
義務付けるべきだ」と主張したいとき、

• なぜそうすべきなのかという理由を説明する必要が
ある。
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ポイント1



説得力のある文章

• 「運転免許は75歳になった時点で法的に返納を義務
付けるべきだ」という主張の理由（論拠）として、

a. 高齢運転者による死亡事故が多く発生している。
（情報源なし）

b. 内閣府（2017）によると、75歳以上の運転者の
死亡事故件数は、75歳未満の運転者と比較して、
免許人口10万人当たりの件数が２倍以上多く発生
しているという。

a と b どちらが説得力があるだろうか。
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他人発の情報を使いこなす

•他人発の情報を使いこなし、文章に説得力
を持たせるには文献を正確に読解する必要
がある。
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事実と意見

•他人発の情報には「事実」と「意見」がある。

• 事実：内閣府（2017）によると、75歳以上の運転者の死亡事故

件数は、75歳未満の運転者と比較して、免許人口10万人当たり

の件数が２倍以上多く発生しているという。

• 意見：75歳以上の運転者を対象にした認知機能検査が強化さ
れているが、この検査だけですべての事故が防げるわけではない
と清永（2019）は指摘する。

• レポートでは事実･意見、どちらの他人発の情報も

使う。
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演習
「他人発の情報の読解」に取り組む

•問題の背景

• JR北海道は収益が悪化しているので、現在の
鉄道路線すべてを維持することはできないこと
を公表している 。

• この問題について、AさんとBさんは研究レポートで
以下の主張を述べることにした。

• Aさん「現在の鉄道路線を維持すべき」

• Bさん「鉄道路線を廃止し、他の交通手段へ
  転換すべき」
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演習

•事前配信教材：演習プリントに、この問題について

の他人発の情報が6点紹介されている。

• それぞれ、路線維持派のAさん、路線廃止派のBさ

ん、どちらの主張を支持する論拠として使えるだろ

うか。
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演習

•解答方法

• まず、6点の他人発の情報それぞれが事実か、意
見か、正しいと思うほうに〇をつける。

•次に、路線維持の主張を支持する情報なら「維
持」に、路線廃止の主張を支持する情報なら「廃
止」に〇をしよう。

•読解方法

•読みながらキーワードを見つけ、蛍光ペンなどで
マークしよう。

10



正解

1.事実･廃止

2.事実･廃止

3.意見･維持

4. 意見･廃止

5. 意見･維持

6. 事実･維持
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意見の読解のポイント：接続詞

•ある問題に対して賛成か反対かが読み取りにく
い場合は、接続詞 （つなぎの言葉） に注目しよ
う。
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意見の読解のポイント：接続詞
• 5. 道民の皆さんは「高速道路があれば鉄路はなくてもいい」
と考えていないだろうか。欧州にも、そうした意見が主流を占め
た時期があった。しかし、高速道路ができれば車は街を素通り
してしまうし、車好きの若者も年齢を重ねれば運転できなくな
る。

• 5.には維持か廃止かの主張は書かれていない。

• しかし「鉄路はなくてもいい」（廃止）の流れから逆
接の接続詞「しかし」につながるので、維持を主張
していると読解できる。
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